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初のモニターツアー盛りだくさんの食と体験に大満足！？
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○灯ろうづくり体験　辻の福寿会館に移動した一行

は、神殿人の歴史を学んだ後、神殿人の「灯ろう」づく

りの体験を行いました。

○とみしの里の歓迎セレモニー

参加者がとみしの里に到着したの

は雨の降りしきる中でした。

支配人から料理の説明を受けた

後、吉舎で最初の食事、特産のヤ
マノイモをふんだんに使った「やまの

いも定食」です。

食べ終わる頃には雨が上がり、一

面霧に包まれた真っ白な世界でし

た。

参加者もスタッフも雨を気にしなが

らのスタートとなりました。
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○灯ろう火付け体験　小雨の降る中でしたがたくさんの灯ろうに火をつけました。
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「
吉
舎
町
体
験
交
流
旅
づ
く
り
　
盲
が
企

画
し
た
吉
舎
の
秋
を
体
験
す
る
！
食
す
る
‖
ツ

ア
ー
が
1
0
月
9
日
・
1
0
日
の
両
日
お
こ
な
わ

れ
、
広
島
市
内
や
沿
岸
市
町
か
ら
1
3
人
の
お
客

様
が
、
吉
舎
町
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

両
日
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で
詳
し

く
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
省
略
い

た
し
ま
す
。

参
加
者
か
ら
礼
状
が
届
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

『
本
日
の
中
国
新
聞
に
吉
舎
の
神
殿
一
∀
記
事
が

載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
資
料
を
戴
い
た
の
を
み
て
お

り
ま
す
と
　
「
ど
う
や
っ
て
楽
し
ま
せ
よ
う
か
！
！
」

と
お
気
遣
い
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
神
殿

人
の
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
全
員
の
心
に
暖
か
く
熱
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
舎
町
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
古
い
歴
史
の
町
を
皆
さ
ん
方
が

ず
っ
と
守
っ
て
来
ら
れ
た
証
が
神
殿
入
り
の
お
祭
り

に
表
れ
て
い
ま
す
ネ
、
皆
様
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』
　
（
旅
づ
く
り
の
会
事
務
局
）
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あたりがすっかり暗くなる頃、一行

は有重さん宅で昔ながらの祭り料理に舌鼓をうちました。
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○うだつの街並み散策2日目は快晴でした。歴史民俗資料

館にて館長さんのお話を聴いた後、館内を見学し、吉舎の街

並みを見ていただきました。藤村新市先生に街並みの歴史を

教えていただき、七日市の奥田さんのガイドで散策しました。

また、散策後は生涯学習センターで裏千家奥田社中のみな

さんにより呈茶が行われました。
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○元笑新での昼食おにぎり名人の住吉さんから「おにぎりの極意」を教えてもらいおにぎりづくり体験を行いました。他にもアロエ

ヨーグルトづくりやヤマノイモ料理などをいただき、時間いっぱい楽しんでいただくことができました。
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徳
市
文
化
祭
は
、
日
月
2
4
日
（
日
）

に
、
徳
市
分
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
小
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、
約
8
0
人
の

地
区
内
外
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
楽
し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

徳
市
分
校
の
児
童
た
ち
は
、
全
校
劇
や
学

級
発
表
、
親
子
音
楽
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
大
き
な
声
援
を
受
け
ま

した。親
子
音
楽
は
3
6
年
の
伝
統
を
も
っ
て
お

り
、
そ
の
円
熟
し
た
技
量
で
、
今
年
は
テ
ン

ポ
の
良
い
　
「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
　
「
キ

セ
キ
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
全
員
で
「
大
き
な
カ
ブ
」
　
の

英
語
劇
に
も
挑
戦
。
「
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
、

ヨ
ー
ヒ
ー
ホ
t
L
と
児
童
た
ち
の
威
勢
の
良

い
掛
け
声
に
、
途
中
で
A
L
T
の
ビ
ク
タ
ー

先
生
の
飛
び
入
り
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に

そ
し
て
、
グ
ー
グ
ル
ア
／
し
な
「
宇
宙
か

ら
安
田
を
見
よ
う
」
と
　
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

体
験
教
室
」
、
恒
例
の
『
紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば

し
大
会
』
、
安
田
小
学
校
・
安
田
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
、
ふ
れ
あ
い
教
室
な
ど
、
安
田

地
域
の
み
な
さ
ん
の
芸
術
作
品
、
安
田
の
希

少
な
動
植
物
の
保
護
活
動
状
況
な
ど
を
展
示

し
ま
し
た
。
『
福
ま
き
』
、
『
ふ
る
ま
い
イ

ノ
シ
シ
汁
』
、
安
田
小
学
校
P
T
A
に
よ
る

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
、
そ
し
て
む
つ
み

会
さ
ん
に
よ
る
バ
ザ
ー
等
、
「
食
欲
の
秋
」

「
文
化
の
秋
」
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溝
上
　
洋
）

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
部
で
は
、
女
性
会
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
元
気
溢
れ
る
ブ
リ
キ
エ
ア
ダ
ン
ス
、
女

性
会
有
志
に
よ
る
洗
練
さ
れ
た
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
と
チ
ヤ
チ
ヤ
・
ル
ン
バ
は
観
る
も
の
を

酔
わ
せ
、
そ
の
熱
気
と
迫
力
に
会
場
は
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
熱
い
お
茶
と
徳
市
特
産
の

か
し
わ
餅
が
保
護
者
や
中
学
生
た
ち
に
よ
っ

て
ふ
る
ま
わ
れ
、
「
や
っ
ぱ
り
徳
市
の
か
し

わ
餅
は
う
ま
い
の
ー
。
」
と
み
な
さ
ん
に
好

評
で
し
た
。

ま
た
会
場
内
に
は
児
童
や
地
域
の
み
な
さ

ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
出

来
栄
え
を
感
心
し
な
が
ら
見
学
し
て
い
ま
し

た。

神
秘
－
・
貝
と
珊
瑚
の
館
展
示

1
0
月
2
4
日
（
日
）
、
た
の
し
み
隊
の
主

管
で
　
「
安
田
ふ
れ
あ
い
秋
の
集
い
」
を
開

催
し
、
約
4
0
0
人
の
方
が
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

今
年
の
特
別
企
画
は
、
『
世
界
中
の
綺

麗
で
珍
し
い
貝
と
珊
瑚
』
の
展
示
で
、
福

山
市
に
あ
る
『
貝
と
珊
瑚
の
館
』
の
オ
ー

ナ
ー
の
瀬
尾
さ
ん
が
4
0
年
ほ
ど
前
か
ら
趣

味
で
収
集
さ
れ
た
2
0
万
点
以
上
に
及
ぶ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
特
別
に
貸
し
出
し

て
頂
い
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
「
す
ご
い
ー
・
！
　
き
れ
い
だ

な
あ
l
と
神
秘
的
な
美
し
さ
に
感
動
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

萌
蠍
範
切
削
鶉
，
一
議

…

〉

…

－

…

…

－

「

」

緩

1
0
月
2
4
日
　
（
日
）
　
中
四
字
コ
ミ
セ
ン
～

善
逝
寺
八
十
八
番
札
所
め
ぐ
り
～
美
術
館

あ
ー
と
あ
い
・
き
さ
～
中
四
字
コ
ミ
セ
ン
の

コ
ー
ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
す
が
す
が
し

い
秋
空
の
も
と
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
寺
を
見
学
、
説
明
を
受

け
、
タ
ラ
ヨ
ウ
　
（
ハ
ガ
キ
の
木
）
　
の
葉
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
書
き
込
み
、
す
っ
き
り
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ
で
は
、
広
島
県

日
本
画
協
会
小
品
展
を
観
賞
し
ま
し
た
。

青
木
晃
子
先
生
に
は
、
水
彩
画
と
日
本
画
の

違
い
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

日
本
画
に
つ
い
て
新
た
な
感
覚
で
作
品
を
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で
し
た
。
楽

し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
次
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
ど
こ
に
し
よ
う
か

ネ
鮮
…
…
。
　
　
　
　
　
（
小
早
川
敦
子
）
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吉
舎
自
治
振
興
会
の
中
で
一
番
大
き
な

行
事
で
あ
る
「
第
7
回
ふ
れ
あ
い
巴
ま
つ

り
」
　
が
、
去
る
1
0
月
1
7
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
後
日
C
A
T
V
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
澄
み

切
っ
た
秋
空
の
も
と
、
地
域
内
を
は
じ
め

町
内
外
か
ら
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

で
、
賑
や
か
な
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た。
松
浦
会
長
、
各
部
代
表
に
よ
る
力
強
い

宣
誓
で
ス
タ
ー
ト
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

恒
例
の
日
彰
館
高
校
吹
奏
楽
部
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

年
々
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
た
も
の

と
な
り
、
会
場
内
で
は
、
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
と
小
学
生
の
絵
画
、
各
講
座
で
の

書
・
画
・
陶
芸
・
編
み
物
な
ど
の
作
品
展

示
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
・

童
話
の
朗
読
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
発
表
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
内
で
は
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
野

菜
市
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
1
2
の

出
店
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
販
売
さ
れ
、

楽
し
い
餅
つ
き
や
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
子
ど

も
も
大
人
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
め
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
参
加
者
全
員
で
　
「
す

き
さ
・
ふ
る
さ
と
」
　
を
踊
り
、
紅
白
の
福

餅
ま
き
で
、
来
年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
と
、
有
意
義
な
楽
し
い
一
日
を
終

え
ま
し
た
。

振
興
会
役
員
、
委
員
の
み
な
さ
ま
に
は

い
、
全
校
児
童
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
4
人
に
、
新
聞
を
と
お
し
て

伝
え
た
か
っ
た
事
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

○
東
　
優
介
く
ん

い
こ
い
の
森
に
祭
り
が
あ
る
こ
と
で
す
。

○
田
口
陽
菓
子
さ
ん

花
を
い
っ
ぱ
い
育
て
た
こ
と
で
す
。

〇
二
井
見
大
樹
く
ん

品
の
滝
に
行
っ
て
涼
し
い
こ
と
や
、
気
持

ち
の
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

○
松
田
純
清
く
ん

川
遊
び
を
し
て
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
た

こ
と
で
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
廣
畑
義
行
・
藤
村
恵
子
）

瑳
葦
暑
護
憲
強

第
m
回
中
国
新
聞
「
み
ん
な
の
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
」
　
に
、
八
幡
小
学
校
2
年
生
　
（

担
任
　
谷
先
生
）
　
の
4
人
が
作
っ
た
ジ
ュ

ニ
ア
新
聞
が
、
一
万
三
千
点
も
の
応
募
の

中
か
ら
、
見
事
に
広
島
県
知
事
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

1
0
月
5
0
日
　
（
土
）
　
に
は
、
中
国
新
聞

ビ
ル
に
て
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
八
幡
小

4
人
も
堂
々
と
表
彰
式
に
参
加
し
ま
し

た。

H
月
4
日
　
（
木
）
　
の
八
幡
小
学
校
「
朝

の
全
体
朝
礼
」
　
で
沖
野
校
長
か
ら
、
全
校

児
童
の
前
で
芭
　
彰
状
の
授
与
式
を
行

敷
地
振
興
会
で
は
m
月
的
日
（
日
）
第

2
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た。
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
　
芝
生
の
上
で
真

剣
に
ま
た
楽
し
く
プ
レ
ー
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
1
8
人
で
、
結
果
は
、

優
勝
　
吉
川
　
実
さ
ん

2
位
　
大
上
一
則
さ
ん

3
位
　
平
山
柾
憲
さ
ん
　
で
し
た
。

こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
、
現
在
、
6

人
位
の
方
が
、
毎
日
早
朝
か
ら
プ
レ
ー
を
さ

れ
、
今
年
の
猛
暑
の
中
で
も
、
芝
生
の
水
や

り
、
周
囲
の
草
刈
り
な
ど
の
管
理
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
の
女
性
グ
ル
ー
プ
・
会
社
の

方
も
利
用
さ
れ
、
区
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
（
大
上
清
隆
）
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蔀
婆
懸
媛
　
讃
一
－
添
砦
提
議
饗
攫

一
題
麗
饗
欝
顕
襲
饗

今
回
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

雲
通
に
あ
る
臨
済
宗
仏
通
寺
派
黄
梅
院

です。宮
西
和
尚
さ
ん
に
3
つ
の
質
問
形
式

で
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

○
お
寺
の
由
緒
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
応
仁
の
乱
の
終
り
頃
の
、
文
明
4
年

（
1
4
7
2
年
）
　
3
月
の
創
建
で
す
。
仏

通
寺
開
山
大
通
禅
師
の
高
弟
宗
綱
和
尚

の
法
嗣
で
あ
る
停
心
善
的
和
尚
　
（
丹
後

の
国
）
　
が
開
山
し
ま
し
た
。

○
お
寺
の
特
徴
　
（
お
宝
）
、
ぜ
ひ
観
て

も
ら
い
た
い
所
　
（
物
）
　
を
教
え
て
く
だ

さい。

●
特
徴
と
し
て
は
、
山
寺
な
の
で
、
四
季

そ
れ
ぞ
れ
に
風
情
が
あ
り
ま
す
。

春
は
桜
、
夏
の
蛍
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の

雪
な
ど
。
最
近
は
俳
法
僧
と
言
う
、
鳥
の

つ
が
い
が
飛
来
し
ま
す
。
姿
は
隣
と
脚
が

赤
く
優
雅
で
す
が
、
鳴
き
声
が
け
た
た
ま

し
く
寺
谷
中
に
木
霊
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
寛
保
2
年
（
1
7
4
2
年

）
　
に
山
火
事
で
延
焼
し
、
建
物
な
ど
す
べ

て
が
灰
塵
に
帰
し
た
の
で
、
文
化
財
等
は

残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
火
事
後
、
防
火
の

た
め
に
植
え
ら
れ
た
公
孫
樹
　
（
イ
チ
ョ

ウ
）
　
が
、
大
人
が
2
．
5
人
で
抱
え
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
裏
庭
に
あ
る
牛
岩
は
高
さ
が
4

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
8
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま

す。
観
音
堂
は
江
戸
時
代
の
三
難
三
十
三
番

札
所
の
第
七
番
で
、
堂
内
に
は
諸
願
成
就

の
提
げ
地
蔵
さ
ん
も
安
置
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
信
心
篤
い
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
お

参
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
吉
舎
町
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
？

／

で

●
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
文
化
財
等
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
た
め

に
は
、
人
材
の
育
成
と
発
掘
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

県
外
や
地
区
外
の
人
々
が
、
ま
た
訪
れ

た
い
と
再
来
さ
れ
る
よ
う
な
地
道
な
取
り

組
み
を
、
点
か
ら
線
へ
ま
た
面
へ
と
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
結
構
お
い
で
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
、
伝
統
、
観
光
、

文
化
、
自
然
に
つ
い
て
、
自
治
振
興
区
ご

と
に
、
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
が

活
用
で
き
れ
ば
。

※
黄
梅
院
に
は
、
ま
だ
ま
だ
、
黄
梅
院
牛

石
の
い
わ
れ
、
狐
の
祝
言
等
お
伝
え
し
た

観

　

　

音

　

　

堂

い
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の

都
合
で
全
部
ご
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念

です。

升
田
芳
樹
・
藤
村
恵
子
）
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10月28日（木）に吉舎保育所で給食試食会が開催され，38人の保護者の参加がありました。当日の献立は「さん

まのかば焼き大根のおかかあえ，のっペい汁」でした。保護者のみなさんは、子どもたちがさんまのかば焼きを頬

張って食べたり，汁に入っている里芋を箸でがんばってつかんでいる様子をほほえましく見られていました。

保護者からは，「家では出さないような色々な物を出してもらっているのでありがたい。」「バランスがよくて大変助か

、ブリます。」などの感想が寄せられました。給食試食会は，各保育所，学校で行われています。

自治連事務局長と保健 認繊鱗陸離 ��醒籠艦鰯ち段響∴ 
榔i食　　　　　　鞘　魂；鬱　㊤‘鞄　今回はコースを少し離れ、お 

軽暖ベ一九 には新メニューが �言やiより定番の山の芋まんじゆうが一番人気言1月中旬言 追加されるようです。お楽しみに！お店の中には、買ったi 
お菓子をすぐ食べられるティーコーナーもありましたよ。

②美術館あーとあい・きざ‥現代日本画家奥田元来と人形作家奥田小由
女の作品が常設展示されています。趣向を凝らした企画展など開催され、

いつ行っても心休まる場です。

②吉舎町歴史民俗資料館・‥吉舎の歴史がまるわかりのおすすめスポットで

す。県史跡の三玉大塚古墳からの出土遺物や、この地方の有力国人「和

智氏」の資料、農家を復元したコーナーなどあります。

③吉舎公園（トイレあります）”‥広一くて安全な公園。来年には芝生が広がり

～お立ち寄りロース～

、立ち寄りコースを歩いてみました。

ざ∴重要〇°職 �� � 

∴ 醗撥 �．・箱 �� �∴∴「 

吉舎艮神社には、昔、吉舎へ飛
行機がおりだときのプロペラ

iiます。キャッチボールやバドミントンなど楽しめますよ。i 「④吉舎艮神社…後鳥羽上皇が隠岐に配流される途中、1汚されたという伝 �����������i（木製）が奉納されています。 
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でやさしく押す・たたぐ揉むなi葦 どして、ほぐします。疲れて‾い ると感じる部分を重点的には一言姦 ぐしましよう。 � ���∵亘「： �灘畷攣・・ 奇態＝ ��� � � � ��� �� ��∴∵守一）† �、‡ ：∴∴ 「∴： 讃 �黙 れ費●．一 ：半・∴ふ： ��iニ‘二‾議， �薬 寧 

纂 ミ： �◆．ヽ‘・ �� ���� � � �饗 ��∴桑懸 ���� ���訟 

’：〈‘‘i”‘ ∴＼∴＼∴ 蜜発熱を 
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田

この展覧会では、日展を主な活躍舞台として創作

を続ける県内作家の作品を紹介するものです。

日本画、洋画、彫刻、工芸美術、書の5科全部門
から約60点の作品（小品）が出展されます。

格調高い作風と想像力あふれる作品の数々を心行

くまでご堪能ください。

と　き11月16日（火）～12月12日（目）

10時～17時（月曜日は休館）

ところ　美術館あーとあい”きさ

入館粗　一般400円、65歳以上300円、高校生208円

※中学生以下、障害者手帳などお持ちの方

及び介助者は無料

議謁速達の圏馨を描こう作品募集のお知らせ

私たちの周りの山や川、季節感漂う風景など、お気に

入りのスポットを選んで写生してみませんか。

作品提出までの期間が十分ありますので、時間を上手

に活用するなどして作品を仕上げてください。

○作品募集　平成23年7月24日（日）まで

○作品提出　美術館あーとあい・きさ

または吉舎町自治振興連合会

○対　象　小・中学生及び高校生

○題　材　山や川、街の様子など風景を描いたもの

○参加料　無　料

○その他
・水彩、油彩、クレヨン、鉛筆など画材は自由です。

・画用紙も自由サイズです。

・審査により入賞者を表彰し、全点を美術館あーとあ

い・きさに展示します。（展示は8月予定です。）
・四つ切の画用紙が必要な方には差し上げますので

お申し出ください。

○お問合せ先

美術館あーとあい・きさ（吉舎546－1℡43－2231）

吉舎町自治振興連合会（吉舎718－1曾43－7272）

影鰭婁鰭箆輸園認
☆★☆おはなし広場☆★☆

と　き12月8日（水）10時30分～

テーマ　やっぱりクリスマス！

ところ　吉舎図書館　絵本コーナー

対　象　幼児～一般

お問合せ⑧43－4513（FAX某）

今月のひとこと

欝「ぼくは、野菜は女性的な存在だと考えていま
す。だからよく理解して、やさしく接してほしい。

その想いを伝えたくて、3年前から店の一角で

無料の『やさい塾』を開いています。
～「築地御厨の野菜仕事」内田悟／著より～

買「椋劇企画」くすのさ公館

胆かしむかしでぐる一りぐるり

慕潤〇鞠軸〉〉運…町an”n‾‾細工、細棚〇三‾●面‾ⅢⅢ箪面筈細「i
P1

琵　一昨年の宮沢賢治作品の公演で大きな感動岩
を巻き起こした「演劇企画くすのき」が、懐か嚢

しい日本の昔話を引っ提げて帰ってきました。畠

混迷を極める“現代n昔話が新しい。　　露

と　き11月20日（土）19：00一一20：30　国

ところ　吉舎生涯学習センター

自貫　目　ネズミの嬢入り、かもとり権兵衛

琵　　　わらしべ長者、山んばと馬子　など

藍入場料　高校生以上1000円

弱　　　小・中学生　500円
※就学前児童・障害者手帳をお持ちの方は　董

無料です。

題主　催　青少年育成吉舎町民会議

薩後　援　三次市・三次市教育委員会

額チケットのお求めは‥・

壷警†彗会慧誓監禁恕塞悪空理）三宝」

黒瀬で築こう豊がな郷土

11月の新着図書案内（9月21日～10月20日受入分）

［一触刊

退職・転職の「年金・保険・税金」がわかる本　新村建生／監修
かわいい＆すてきなルームシューズ

早うま！おつまみ漬けもの

福を招くおめでたい切り紙

晴天の霹霞

など28冊

［児童書I

世界の国1位と最下位
おとうさんはパンやさん

だいじょうぶ3組

青木恵理子／著

大原まゆみ／著

劇団ひとり／著

真淳平／著
平田昌広／作
乙武洋匡／著

ヒックとドラゴン1～6　ヒック・ホレンダス・ハドック3世／著

ぼくなにをたべてたかわかる？　　　　　みやにしたつや／作

など42冊※貸曲の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。
；汽‾ミ1干葉rYP’－南‾～／‾小一‾－一重「デーー））《‾、「下条で千三㌢ごくニ「TJr一一くつ・千一㌫rr－i〇一i・i一、、－－－－ざ、「ナ『，将，・関で÷「マ：「すす一掃一丁＿一致一m＿iii．＿＿一、＿＿＿＿1．，、．で－）＿＿．南）＿。，、i＿
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日　　日　日

様
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11月10日（水）13：30～ �吉舎町自治振興連合会理事会 ��吉舎生涯学習センター 

11月14日（日）9：30～ �ふれ愛まつり・やわた ��八幡小学校体育館ほか 

11月14日（日）8：30～ �歩いて歩いてふれあい健康づくり（紅葉の蜂郷） ��集合：吉舎コミュニティセンター 

11月17日（水）19：00～ �議会報告会 ��吉舎生涯学習センター 

11月19日（金）午後 �ささ楽生塾（クラブ活動・修了式） ��吉舎生涯学習センター 

11月21日（日）9：00～ �楽しく歩こう一会（大楽寺） ��集合：敷地片野力組集会所 

12月　5日（日）8：00～ �八幡コミュニティセンター“周辺一斉清掃 ��八幡コミュニティセンター 

12月　5日（日）8：30～ �JR備後安田駅清掃活動 ��JR備後安田駅 

12月12日（日）10：00～ �徳市ふれあいセンター祭り ��徳市ふれあいセンター 

12月12日（日） �しめなわづくり ��八幡小学校 

12月19日（日）9：30～ �花文字年賀状づくり ��敷地グラウンド 

親善金生産瑠ルター佳効謹内装の教後工事を行っぴ貴女ご嫁を勧－／ナ信女 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話／FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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